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第15回「21世紀出生児縦断調査（平成22年出生児）」の結果を公表します 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果の詳細は、別添概況をご覧ください。 

厚生労働省では、このたび、同じ集団を対象に毎年実施している「21 世紀出生児縦断調査（平成 22年

出生児）」の第 15回（令和７年）の結果を取りまとめましたので、公表します。 

21世紀出生児縦断調査は、21世紀の初年である平成 13年に出生した子を継続的に観察している調査と

平成 22 年に出生した子の比較対照等を行うことにより、少子化対策などの施策のための基礎資料を得る

ことを目的としています。調査時点でのこどもの年齢は、15歳（中学３年生）です。 
 
※ 「21 世紀出生児縦断調査（平成 22 年出生児）」は、第 16 回調査から、少子化対策のみならず、教育面を含む国の 

施策に活用することを目的として、文部科学省を実施主体とする厚生労働省との共管調査として実施します。 

 

 

 

 

令和８年５月 12 日 

【照会先】 

政策統括官付参事官付世帯統計室 

縦断調査管理官 橋本 

室長補佐    清水 

（担当）    出生児縦断統計係 

（代表電話） 03(5253)1111 （内線 7566） 

（直通電話） 03(3595)2321 

 

 

【調査結果のポイント】 
 

１ 母の就業状況の変化 

・平成 22 年出生児について、母が有職の割合は第 15 回調査で 85.1%と、平成 13 年出生児（第 15 回調

査）の 80.8%に比べて 4.3ポイント高くなっている。                 （３頁 図１） 

・出産１年前（注）の就業状況が「勤め（常勤）」の母のうち、第１回調査から第 15 回調査まで継続し 

て「勤め（常勤）」の割合は 31.8%と、平成 13 年出生児の 23.5%に比べて 8.3 ポイント高くなってい 

る。                                                                  （４頁 図２（２）） 

（注）調査対象である子の出産１年前をいう。 

 

２ 子育てについて保護者が負担に思うことや悩みの変化 

・平成 22 年出生児について、こどもが中学生の間の子育てについて保護者が「負担に思うことや悩み

がある」とした割合は各調査回とも７割以上となっている。            （５頁 図３） 

・その内容（複数回答）をこどもの性別にみると、「こどもの将来（進路など）に関すること」や 

「こどもの成績に関すること」では男児の保護者のほうが割合が高く、「こどもの交友関係に関する 

こと」では女児の保護者のほうが高くなっている。                （６頁 図５） 

 

３ こどもが将来働きたい地域 

・平成 22 年出生児について、第 15 回調査（中学３年生）で「働きたい地域を決めている」の割合は

22.1%、「働けるならどの地域でもよい」は 17.1%、「まだ考えていない」は 58.6%と、「まだ考えてい

ない」が約６割となっている。                            （９頁 表２） 

・「働きたい地域を決めている」としたこどものうち、その希望する地域が「現在住んでいる市区町

村、または現在住んでいる市区町村から通える地域」の割合は、男児・女児とも約６割であるが、 

これを住んでいる市郡別にみると、特に「21 大都市」では高くなっている。  

（９頁 表２、10 頁 図 10） 


